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走査型電子顕微鏡によるソトオリガイ

L(zrer"u/"(Exo"eγ"血)"α唯吻(Reeve)

の水管の観察（予報）

福田芳生＊ 真野勝友＊＊

成田層古環境団体研究グループ**＊

を減ずる。

試料は水管の中央部および末端部を鋭利な片刃のカ

ミソリを用いて，横断し，作製した。この試料はアル

コール糸列を通して順次脱水し，アセトン・酢酸アミ

ルを経て臨界点乾燥装置（日立製HCPⅡ型）により，

脱水を完全左ものとした。その後，試料はイオンコー

ターIBI型（エイコーエンジニアリング製）を用い，

15分間金を蒸着した｡試料は走査型電子顕微鏡（日立

製S-450型）により，観察と写真撮影に供した。そ

の時の加速電圧は20KVである。

I はじめに

成田層古環境研究グループ・は成田層の地質構造，そ

こに含まれる古生物群について総合的に調べることを

目的に結成された。筆者ら古生物班は，成田層より産

出する貝類の古生態を正確に把握するための手段とし

て，種々の観点から現生種との比較検討を進めて来た。

今回は成田層より化石種としてしばしば産出するソ

トオリガイ,Larem瓦肱（β誌ol"rer""Az) 〃α"c"ﾉ"

(Reeve)の水管の組織学的な構造について，走査型

電子顕微鏡に主る観察の結果を以下に報告することに

する。

Ⅲ観察および論議

ソトオリガイ, Larer"哩血z(Exo"e77z況肱）ﾉ""c"肱

(Reeve)にお､いて，水管の外見から入出管・出水管の
識別することは難しい。それは水管腔は中央部の隔壁

によって2分されるが，入水管が大型であることを除

けば，他と椛造上の差はないからである。水管開口部

周囲の指状突起は未発達である。この指状突起はその

先端に至るまで厚い殻皮様の被膜によって覆われる。

また，水管の末端部周囲には，大きさ50典加から100

典沈以上に及ぶ多数の砂粒が付着している （図2～

4）。これらの砂粒は直径2〃、内外の糸状構造によ

って，水管の外壁に固着される（図5)｡それらの微

細な糸状構造は，水管外壁を被覆する殼皮様の被膜と

の構造的な関連は認め難い。このことから，先の砂粒

周囲の糸状構造は，水管内側の分泌細胞に由来する粘

着物質の変化したものである可能性が強い。

Ⅱ 材料・方法

走査型電子顕微鏡にエる観察の対象としたソトオリ

カイL. (E.) /1(zIjic"/(z (Reeve)は内湾の潮間帯付

近によくみられる種であるが（秋山，松田1974),

筆者らが1983年8月25日より27日までの3日間にわ

たって調査した，千葉県木更津市の小楯川河口の干潟

において採取したものである。種の同定は波部(1977）

によった。ソトオリガイは採取後直ちに10％フォルマ

リン溶液中に投入し，固定した。

この試料としたソトオリガイは殻長46”，殼高21

”，重量51前後あり，軟体部の大部分は白色の脆弱
な殻内に収納されていた。殻の後端より褐色の殼皮様

の粗慥な被膜に覆われた水管を突出していた（図1）。

水管は30”前後の長さを有し,断面は長径8”，短径

6”の楕円型を呈し，その末端に向うにしたがい太さ
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層状を呈し，最も厚い部分で500"77zを越える（図6

~7)｡この殻皮様の被膜は， ソトオリガイの成長と

共に厚みを増していったことが考えられる。殼皮様の

被膜内側に縦走筋層が環状を呈して存在する（図8～

9)｡この縦走筋層は平滑筋より構成され，その厚さ

は200座汎以上あるが，水管断面の両側端では厚みを

減じ， 50～75"wz となるoとの縦走筋層（外縦走筋

層）内側より，直径50"17z前後の値を有する長さ300

浬肌に及ぶ円柱状の筋束が， 50～100"77z前後の間隔

を置いて放射状に配列し，内縦走筋層と連絡する（図

10～12）。そして，各筋束との間に血液洞(blood

sinus)を形成する。この筋束は表面に1E10浬加前後

のリング状の被膜によって被覆され（図’3），内部に

筋束の長軸に平行に走る平滑筋線維を持つ。筋束表面

のリング状の被膜は， この筋束がアコーデオンのよう

に前後に伸縮する機能を持つことを示唆している。

ソトオリガイは， この筋束の間隙（血液洞=blood

sinUs )中の体液の増減によって，水管の太さを調節

することが推測される。この血液洞の内壁を構成する

縦走筋層（内縦走筋層）は，隔壁の存在する水管中央

部では最も厚く1000浬mに及ぶが，外縦走筋層と同様，

水管断面の両側端では厚みを減じ，ほとんど消失する。

代って，その部分の水管腔内側に上皮様組織が球状に

膨出する（図8～9)｡水管内腔中央部に位置する入

水管と出水管とを区分する隔壁は（図8），表面を被

覆する円柱上皮内に筋線維層及び結合織層が観察され

る。この隔壁も水管の拡張，伸縮に際して形を変える

能力のあることを示唆している。また，入水･出水管

内腔は薄い扁平あるいは立方上皮によって被覆される。
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図lo水管を伸張して砂泥中で生活するソトオリガイ，

L"re"1zｲ〃(Exohzreﾉ""hz)"α"α4敗(Reeve)

ソトオリガイにおいて，水管末端の指状突起が未発

達であることから，水管の感覚能（光刺激。触圧）の

低いことが考えられる。この水管末端部周囲の砂粒は，

ソトオリガイが水管を殻内に収容する能力を失なった

ことと関連があろう。ソトオリガイの水管はYonge

（1948； 1957）による水管分類のtypeCにあたる

Myaなどにみられるものと同じで， これをおおう被膜

は殻皮相当のものである。すなわち， このタイプの水

管は，外套膜の内摺・中摺の融合により形成されたも

ので，更にこれに外套膜外摺内側部が加わることによ

り，水管に殻皮が形成されるに至ったものと考えられ

ている(Owenl959;Yongel957)。水管におけ

る殻皮形成について， これが底質中での生活の上で磨

耗などの損傷を受けることわら水管を保護する役割を

もっているという見方がある(Purchonl977;Mor-

tonl979)。 ソトオリガイの場合は，前述のように，

水管を殻体内に完全に収容できない。このこと自体か

ら見れば，上述のような殻皮の役割も重要であろうが，

更に水管先端部に砂粒を付着させることによって，魚

類や甲殻類などの肉食動物から，呼吸と食物摂取に重

要な意義をもつ水管を保談するであろう。

水管断面では，その外側を被覆する殼皮様の被膜は

Ⅳまとめ

ソトオリガイL(zZer"呪ﾉ"(Exoﾉn花γ"型敗）〃α〃たⅨﾉﾋz

(Reeve)の水管は，外側を厚い殼皮様の被膜によっ

て覆われる。 この水管開口部周囲に多数の砂粒が

糸状の粘着物質によって付着する。それらの砂粒およ

び殻皮様の被膜は，肉食動物から水管を保護するため

のものと考えられる。この被膜の内側に外縦走筋層が

環状の走行を示す。内縦走筋層との間に放射状の筋束

が疎に走り，そこに広い血液洞が形成される。この血

液洞は水管径の拡張に関与することが考えられる。水

管内腔中央部の隔壁によって，入水。出水管が分けら

れる。

参考文献

秋山章男・松田道生（1974）干潟の生物観察ハンドブ

ック（干潟の生態学入門），東洋館，東京．

波部忠重（1977）日本産軟体動物分類学，二枚貝綱／

掘足綱，図鑑の北隆館，東京．

－48－



InEx

ｒＰ
／
／

/／〆/／〆謹蕊蕊蕊蕊

鍾轡蕊 製迅
、

＃
q，

夢

憲章霊
Gren

Gr

Pm

Ep
琴

臺簔雲蕊
Sp

鰯隙
踊
岡
画
笥

『 『一
一

苧

關
Pm

べ

〃
蝿ﾛ蝿ﾛ 、、

霞
~

X1

~0I

Rm

BI

IIm

錘

1

図141ソトオリガイの水管の構造を模式的に示す。

In :入水管Ex:出水管Pr :指状突起Gr

皮様被膜Ep :単層の上皮層Sp :水管内隔壁

；血液洞Rm:放射状の筋束

付着砂粒Gren :砂粒の拡大図Pm:"

Olm:環状外縦走筋 1Im:内縦走筋BI
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Siphonalmicro-structuresofL"""Ⅸhz(Exoﾉ"ier"脚A2)"α"ic"llz(Reeve)

YodlioFulqlda,KatsutomoManoand

PaleovironmentResearchGroupfor
NaritaFormation

(Abstract)

Thesurfaceandmtemalmicrostracturalobservationofsiphon
(Reeve)wascarriedoutwithscannmgelectronmicroscope.
TYle siphonewascoveredwithperiostracalmambrandonits

itsperiphery.Theintemal structureofthesiphoneshowedthe
Fromtheseftlcts, therewasdiscussedonthemechanismand

ofLaだ"z""(EXoﾉﾛre"2Zｨね）〃α〃”ぬ

surfaceadheringfinesandgramson
developmentofthemuscles.

protectionofsiphone.

図版の説明

図2～4：ソトオリガイの水管末端部周囲に付着す

る砂粒。図5 ：それらの砂粒は糸状の粘着物質によっ

て，水管周囲に付着する。写真は糸状の粘着物質の一

部拡大。図6～7 ：水管の外被を形成する殻皮様の被

膜（写真はすべてSEMによる。図中のUは鰹"'を示

す）。図8～9：ソトオリガイの水管断面。殻皮様の

被膜，外縦走筋層，内縦走筋層，その中間部にある放

射状の筋束と血液洞(bloodsinus)を示す（図8の

左側が出水管，右側が入水管。中央部に隔壁が存在す

る)｡

図10～12 :水管の中層を構成する放射状の筋束と

血級洞。

図13:放射状の筋束表面を被稜するリング状の被膜

これは筋束が前後方向に伸縮することを示している

（写真はすべてSEMによる。図中のUは〃、を示す)｡
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図版（福田ほか）
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図版（福田ほか）
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